
①正課の実験中に計測機器を壊してしまった。
→修理代（約50万円）の全額が保険金として支払われた。

②卒業研究の実験中に実験器具を落として割ってしまった。
→実験器具の弁償費用（約2万6千円）が保険金として支払われた。

③正課の通学中に大学の入り口のゲートバーにぶつかり、破損してしまった。
→修理代（約3万5千円）の全額が保険金として支払われた。

④正課の通学中に自転車で直進していたところ右折してきた車と衝突した。
→車の修理代等（約9万円）が保険金として支払われた。

⑤正課の通学中に自転車同士で接触し、相手にけがをさせた。
→相手の治療費と自転車の修理代等（約2万7千円）が保険金として支払われた。

※上記の事故例は （医療関連学部等は ）に加入していた場合の例です。

正課中やその往復での事故はBコースの補償対象外となりますので、ご注意ください。

本校で実際に起こった事故例

Ａコース Ｃコース

【よくある質問】

Q 学生が大学を通さず個人で申し込んだインターンシップは補償されますか？

A 補償の対象となりません。個人で申し込んだインターンシップを補償する学研災付帯学生総
合保険についてはホームページで紹介しています。

Q 部活やサークル活動中の事故は補償されますか？

A
学研災では対象となりますが、学研災付帯賠償責任保険では基本的に補償の対象となりませ
ん。インターンシップ・ボランティア活動を実施することを目的として組織され、大学の学
内学生団体としての承認を受けた団体の管理下の活動のみ対象となります。
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